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くl剖 磯田での晩飴も 採餅 合胡塾ナるためと
考えられた｡複数オスとのコンソー トl脚 寺間
を減少させるが､メスはより効率的な採食を積極
的に目指し¶ るヽのだろう｡
-89-
計画8-2
屋久島の上部域に生息するヤクザルの分
布と弟分折による食性の研究
大竹防 (日本モンキーセンター).好成穴- (花谷
大 ･経常)
安田林道から毘味岳にかけて (標識1300-1800
m)10.5kn子の地域をブロック分割定点胴衣法 (大
井他1994)にてヤクザル群の調査､採処 した共の
分析による食性の研究を行った.現地調査は 7月
25日⊥ 8月 8日の15E7閃､調査flは延べ42名｡調'
恋宍料のまとめは苅郡.共分析は犬山で行った.
調査域内でllA1円/群れのヤクザルを確托した.
内 6仏EElで雌またはコドモが目撃されている.他
の 5熊田では発 JTT･遊動の状況から群れと判断し
た｡ 9弘田が今回の調禿域内を主に遊動し､ 2手技
田は主に羽衣域外を主に遊勤し一部調査域も利用
している｡緒方を 0.5群として計辞 して.分布密
虎はO.95群/kTfと推定した｡安房林道周辺の2
群は林道に紛って比較的長く大きい遊動域を持ち
この地域では群れ密度は低く (0.7群/tcIT.).秤
れサイズは20頭以上､23現以上と大きい.掠市14
00m以上では群れは小型で苅密腔で分布している
(1.5群/knl)｡探生した式は合計44個.採狐地点
は歩道沿いの植生投乱のない上部地域1480m以上
と､林道沿いの植生投乱のある下部地域1360m以
下で′､下部地域はすべて林道上で採典された｡兼
内容物は上 ･下部地域で二分される.上部地域で
は広葉樹の桑､薗籾が多く,下杯地域では種子.
繊維.昆虫が多く下郎地域でサル トリイバラ､ホ
ウロクイチゴなどの様子や昆虫が多く含まれる.
林道周辺の二次梯生に対応している｡下部の群れ
は人なれしていることから悦光客影響も考はする
必要がある.
